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令和６年度財政援助団体等監査の結果に基づく措置 

 

１ 財政援助団体監査 

対象団体 一般社団法人 敦賀観光協会 

所 管 課 まちづくり観光部観光誘客課 

監査の結果 措置の内容 

【団体・所管課共通事項】 

＜業務意見＞ 

・港都つるが株式会社と統合していくことから、

運営方法について双方で確認しあい適正な運

営に努めていただきたい。 

 

 

 

・毎月、港都つるが観光協会との経営企画会議を

開催する予定であり、その中で、運営方法等に

ついて確認していく。 

 

【団体に関する事項】 

＜指導事項＞ 

・経営の透明性を図るため、決算書一式、科目

内訳書等作成し所管課と確認をしていただき

たい。 

 

・物販の売上げについて、領収書は連番になっ

たものを使用し誤記等の領収書も破棄はせ

ず、領収書の金額と現金、入出庫の記録と整

合しているか確認をし、適正な管理に努めて

いただきたい。 

 

・在庫の棚卸しについては、所管課と双方で確

認を行い適正な在庫管理に努めていただきた

い。 

 

 

＜業務意見＞ 

・事務所の移転効果について、現場から積極的

に提案していただき、所管課と連携を図って

いただきたい。 

 

・他地区の観光協会における不正事例等につい

ては、所轄課及び団体で情報共有を実施し、不

正の発生を防止する体制の整備を図っていた

だきたい。 

 

 

 

 

・旧港都つるが株式会社の対応を継続し、財務諸

表一式に加え、収支内訳書を作成し補助金実績

報告書に添付し提出する。 

 

・領収書については連番での管理を行う。ただ

し、事業毎に対応が異なるものもあるため、今

後管理方法については適正に管理できるよう

統一した方法を検討し実施する。 

 

 

・商品の棚卸しについては都度行っているため、

常に所管課と双方で確認を行うことは困難で

あるが、期首と期末での確認を行い当該年度の

棚卸しについて双方で確認できるよう努める。 

 

 

・港都つるが観光協会との経営企画会議等の中

で、必要に応じて、事務所の移転効果について

も協議していく。 

 

・１月末日をもって、観光協会は解散したため他

地区の観光協会の不正事例等は、新会社に直接

には当てはまらないと考えるが、不正の発生を

防止する体制として、新会社では、従来の観光

協会機能を担う観光営業部とは別組織として、

経営企画部を設けた。 
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【所管課に関する事項】 

＜業務意見＞ 

・市の各部署で観光客を誘致していくために取

り組んでいますが、取り組んだ結果について

の情報集約を行い、次に生かしていただきた

い。 

 

 

・本年度、観光振興計画を策定する予定であり、

その中で、必要な情報集約を行っていく。 

 

 

２ 指定管理者監査 

対象施設   敦賀きらめき温泉リラ・ポート、敦賀グラウンド・ゴルフ場 

指定管理者  ＯＮＥ ｔｅａｍ（共同事業体） 

所 管 課  まちづくり観光部観光誘客課 

監査の結果 措置の内容 

【指定管理者に関する事項】 

＜指導事項＞ 

・施設運営の定量的な目標数値を見直していた

だきたい。施設の運営実績を踏まえて、所管

課と定量的な数字の共有を図っていただきた

い。 

 

・安全面について、大きな施設であることから

火災等による避難誘導おいては、室内だけで

なく屋外での誘導についても確認を行い、安

全対策に努めていただきたい。 

 

・備品の管理について、一部備品シールが貼ら

れてないため貼付していただき、また貼りに

くい備品は写真データ等で整理する等、適切

な管理に努めていただきたい。 

 

 

 

・令和７年４月１日から利用料金を変更し、その

際に、事業計画として目標数値を見直した。 

 

 

 

・毎年の避難訓練の中で、屋外での誘導について

も確認を行う。 

 

 

 

・貼付済み。（また、必要に応じ、写真データ等

で整理する。） 

【所管課に関する事項】 

＜業務意見＞ 

・施設の実態や資金状況について、適正に把握

するためにも資金の状況は毎月、指定管理者

と共有をしていただきたい。 

 

・備品の管理について、市の貸与物品が多いこと

から備品の点検の際には立ち合い、適切な管理

に努めていただきたい。 

 

 

・毎月の報告時に、資金状況についても確認す

る。 

 

 

・備品の購入時や毎年の簡易点検時等適切な時

期に、備品の点検を行い、適切な管理に努める。 
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３ 指定管理者監査 

   対象施設   敦賀市知育・啓発施設 

   指定管理者  丸善雄松堂・編集工学研究所共同企業体 

   所 管 課  まちづくり観光部まちづくり推進課 

監査の結果 措置の内容 

【指定管理者に関する事項】 

＜指導事項＞ 

・本の在庫の棚卸しの際、帳簿と品物で数量が

違うものは書面で報告し適切に管理を行って

いただきたい。 

 

 

・カフェの売上日報について、レジの売上記録

を添付の上、正確な会計管理に努めていただ

きたい。 

 

・返品された書籍について、市の返品実績を確

認し在庫書籍、返金予定額の報告を行ってい

ただきたい。 

 

・レジのデータについて、返金処理をした実績

については品物の確認を行う、または現金を

扱う職員の返金処理が出来ないよう対応を行

っていただきたい。 

    

＜業務意見＞ 

・来訪者が不特定多数となることから、防犯や災

害の両方面から各店舗等と連携を取って安全

管理に努めていただきたい。 

 

 

・令和６年度においては指定管理者の決算期に

あたる令和７年１月末時点の棚卸を実施し、書

面にて棚卸誤差報告を提出するとともに適切

な管理に努めている。 

 

・カフェからの日次報告は継続しつつ、令和６年

９月より月初に前月のレジ売上データを提出

いただき確認している。 

 

・敦賀市在庫の返品は一切行っていないが、指定

管理者在庫の返品実績と合わせ、適切に報告す

る。 

 

・責任者とスタッフのコード（権限）を別々に設

定し、返金業務については責任者のみが責任者

コードを使用して返金を行うように令和６年

９月より運用ルールを変更した。 

 

 

・ otta でのテナント会を中心に随時連携を図っ

ているほか、市や警察、少年愛護センターにも

協力いただいている。 

【所管課に関する事項】 

＜業務意見＞ 

・本部間接費について、金額の根拠を別途記載す

るよう検討していただきたい。 

 

 

・詳細については本社や名古屋支店からのサポ

ート経費や本部での商品仕入や人件費管理等

となっているが、決算時には各項目の詳細資料

を求め、可能な限り明瞭にしたい。 
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４ 指定管理者監査 

対象施設   敦賀市駅前立体駐車場 

指定管理者  タイムズグループ 

所 管 課  まちづくり観光部交通政策課 

監査の結果 措置の内容 

【指定管理者・所管課共通事項】 

＜指導事項＞ 

・喫煙室について、24時間使用できるため、安全

確認の項目に付け加えるよう双方で検討を行っ

ていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

・現地係員（8 時〜20 時勤務）による駐車場施

設全体の巡回を 4 回／日行っており、喫煙室

についてもこの巡回時に確認を行っている。

これに加え、灰皿清掃時（1 回／日）にも確

認を実施。ただし、20 時から翌 8 時は無人と

なるため、喫煙室の利用を 8 時から 20 時ま

でとするなど、利用方法について指定管理者

とともに研究を進めていく。 

【指定管理者に関する事項】 

＜業務意見＞ 

・安全面に関して、消防等の関係も含め、マニュ

アルは誰もが分かる場所に設置していただき、

火災が発生した際の避難誘導を迅速に行えるよ

う意識付けに努めていただきたい。 

 

 

 

・消防、災害対応に関するマニュアルについて

保管場所がわかるようにシールを貼付済。ま

た、消防訓練を定期的に実施し迅速な対応を

行えるよう意識付けを行っているが、これに

加え、定期的に、研修等により災害対応に関

する意識を高めるよう努めていく。 

 


